
 

 

 

 

 

SAWAN マングローブ植林キャンプ＠ラノーン  活動報告 

（2009 年 8 月 5 日～8 月 9 日＠ラノーン） 

 

こんにちは、ポアンだよ。８月第一週、７歳から 15 才までの子どもたち

２８名が深夜１０時バンコクを出発しました。多くのマングローブ植林活動

があるなか、今回の「OISCA Thailand & SAWAN グループ」は日本の

団体でも初めての子ども中心の植林活動！在タイ日本大使館からも後援を頂

き、責任とやりがいを持って、タイ在住の日本人子弟だけでなく、日本から

も、マレーシアからも参加しました。ラノーンは象の横顔に似たタイの地図

で見るとちょうど鼻の折れ曲がるあたり、インド洋とミャンマーに接する細

長い県です。大規模なマングローブはミャンマーとの国境に当たるカラブリ

川河口のデルタに広がり、タイ国内のみならず、アジア太平洋地域において

も最も重要なマングローブ林のひとつとなっています。そんなことは低学年

のかわいい子どもたちにはあんまりよく分からないまま、早朝のラノーンに

到着しました。キャンプの日程は行き帰りの行程を除き、朝から晩までまる

まる三日間です。さてさて、どんな活動となったのでしょう。 
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〔1 日目〕 

 

 8 月 5 日 22 時バンコ

クを出発。お父さんお

母さんに見送られて VIP

バスでゆったりと。バ

スで約 8 時間かけて、

翌日 6 時過ぎラノーン

に到着。 

 

 

 

 



 

タイ環境省職員のカヤイさんの家で休

憩。ここでは、4 つの班に分け、自己

紹介、各々の名前覚えゲームをおこな

い、班員の一致団結を誓います。初め

て顔を合わせたばかりということで、

ほとんどの子はまだ緊張気味という感じ。 

その後、ソンテウに乗って移動。 

ロティーのお店で地元の人に交じって朝食。マレーシアに近い

ので、カレーはマレー系。鶏の唐揚げも美味で、子どもたちに

大人気。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食後はマングローブリサーチセンターに研修に行きます。移動中、車内か

らは滝が見えました。初めて見る子もいたようで、歓声を上げていました。 

 

マングローブリサーチセンターにて 

マングローブリサーチセンターに

到着し、オイスカタイの春日さんの

案内で、センター内を見学しました。

マングローブの四方八方に伸びた根

や、マッドロブスターの巣、マング

ローブ森に生息する様々な生き物に、

子どもたちは皆興味津々。 

また、地球温暖化、マングローブ

についての勉強もしました。ここで

学んだことを簡単にまとめてみまし

た。                                                                                                              



 

 

 

①地球温暖化とは 

  太陽の力で温められた熱が宇宙に跳ね返る際に、途中にある二酸化炭素な

どと一緒になって地上に帰ってくるため、地球がどんどん暑くなっていく現

象。温室効果ガス、特に二酸化炭素が主な原因で起こります。 

 

 

②マングローブとは 

 特定の木の名前ではなく、熱帯、亜

熱帯地域の海水と淡水の混ざり合った

場所にできる森のことをいいます。マ

ングローブ森を構成する木は、世界中

には 1  10～120 種、その内タイではオオバヒルギ、

フタバナヒルギなど、72 種が生育しています。 

 

③マングローブの特徴 

・根が地上に出ている、四方八方に大きく伸びてい

る。→呼吸をするため、丌安定なところでも倒れな

いように体を支えるため。 

・種の形は育っている場所によって異なる。細長い

ものと丸いものがある。→細長いものは泤に突き刺

さって根を張る。丸いものは海から離れた固い土の

ところにあり、地面に落ちて、割れて中の実が散る。 

・葉から塩を蒸発させている。塩を葉にため、いっ

ぱいになると葉が落ちる。  

 

 

 

 

 

 

 



④マングローブの利点 

・二酸化炭素を吸ってくれるので、地球温暖化くいとめにつながる 

・水をきれいにする 

・津波、洪水を防ぐ 

・エビ、カニ、魚など生き物のすみかになる 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地球温暖化にストップをかける

ために私たちができること 

・ゴミを減らす、リデュース、

リユーズ、リサイクル 

・電気を使う量を減らす 

・アイドリングストップ 

・自動車ではなく、なるべく公共

交通機関を利用する。自転車、徒歩に

かえる。 

・遠方などに出かける場合は、同じと

ころに行く人が集まって、なるべく一

つの車で行くようにする 

☆木を植える 

 

 子どもたち皆真剣に取り組んでいま

した。中でも小田原悠登君、小笠原朱

里ちゃんが積極的に発言している姿が

印象的でした。 

 

学年の小さな子どもたちには難しい言

葉も沢山出てきましたが、大切なこと

はそれぞれの年齢に応じてまっさらな

心にしっかり受け止められていました。 

 

＊ マングローブへ わたしたちに、

さんそをおくってくれてあり

がとう。マングローブは６年

で一人で生きるんだからすごいね。

わたしはまだ７さいです。そのとき

には、もう一人だよね。またわたし

はマングローブをうえたいです。 

＊  ガスとかがいっぱいたまるとあ

つさがとじこまっちゃってちきゅう

がどんどんあつくなっていくと言っ

てました。 

＊ 一番びっくりしたこと。マングロ

ーブは森ということだ。ずっと木の

名前だと思っていたから。 

＊ マングローブはおかしな植物だな

と思っていました。でもそれにはち

ゃんと理由があってびっくりしまし

た。川で育つのでびっくりし 

＊  



＊ ました。種も工夫されて

いてびっくりしました。 

＊ マングローブは地球を救

うんだなと思いました。こ

う水が来ても自ら守ってく

れます。マングローブはす

ごいところだらけです。 

 

午後は地元の学校へ行き、タ

イ人の子どもたちと文化交流

や、一緒にｹﾞｰﾑをしたりして

交流を楽しみました。小さな外交官として子供達の心の中に枯れない樹

を植えてきました。 

＊ たいのおともだちがいっぱいできたのでおともだちがいぱいできてたの

しかたです。おともだちがいぱい、いたのでたのしかったです。たのし

かたです。きゃんぷにいってまたいきたいです。たのしかたです。 

 

 
 

 

 

 

 

 



３．学校訪問、 

リサーチセンターを出発し、学校訪問に

向かいました。1 日目はバーンターチャン

学校を訪れました。この学校の生徒さんは

ほとんどがイスラム系。イスラムの踊りで

歓迎を受けました。その後、ゲームをして

交流を深めました。言葉の壁はありますが、

日本の子、タイの子が協力し合って、ゲー

ムを楽しんでいました。最後に、小田原優

花ちゃんが代表で、「ありがとうございま

した。機伒があればまた来たいです。」と

御礼を述べました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ホームステイ 

学校を出て、ホームステイ先に向かいました。1 日目は漁村でのホームス

テイ。コミュニティフォレストとしてマングローブ林を守ることを仕事とし

ています。夜になると満ち潮で家の半分が埋まってしまうので高床式になっ

ている海辺の家もあります。 

ホームステイ自体が初めての子もおり、ホームシックと丌安で泣いて 

しまった子もいましたが、なんとか皆無事 1 日目を終えることができました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＊１回目のホームステイの場所が海辺でした。カニがいっばいいてヘビのし

たいもありました。そして家についてすぐカニや魚のようなバッタ（泥：ト

ビハゼ？）をつかまえました。お父さんが青色のあみをつけていました。

（泥；蚊帱？）その中でぼくたちはねました。楽しかったです。 

＊ ホームステイでびっくりしたことは井戸があったことです。タイ人は「飲

めるよ」といっていました。それで飲んでみるとつめたくておいしかった

です。２日目のホームステイではバイクに５回乗りました。荷物も持って

バイクに乗るのはドキドキしたけどちょっと乗ってるだけでなれました。 

＊ わたしが２かい目にホームステイさせてもらったところは子どもが３人と

お母さんとお父さんでした。みんなでぶたがいるところにいきました。わ

たしはこわくてさわれなかったけどちがう人がもっていっしょにしゃしん

をとりました。 

＊ 初めてのホームステイで丌安とか、家にかえりたいって思ったときすごく

泣いた。バンレップさんたちが心配してバイクでみんなでとなりの村にい

った。先生たちと相談して家にでんわした。親や先生にはげまされて、最

後までがんばろうって思えた。 

＊ １日目も２日目も「サワッディカ（泥；こんにちは）」で始まった。最初

はかたまっていた口も次の日の朝は楽しく話をした。例えば学校のこと、

ごはんのこと、家族のこと。分からない言葉があれば教科書を見たり手を

使って表現したりした。キャンプに行く前はホームステイが一番いやだっ

た。でも勇気をだしていった一言でマイナスだった気持ちがプラスに変わ

った。ここで私は毎日毎日学校の先生があいさつをしなさいと言っている

意味が分かった。これからもあいさつを大切にしてたくさんタイ人にはな

しかけていきたい。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日はいよいよ植林本番です。 

楽しみで眠れない・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８月７日金曜日 

１．マングローブ植林活動１日目 

いよいよ待ちに待ったマングローブ植

林の日がやってきました。企業単位での

植林は度々ありますが、子どもたちだけ

での活動は今回が初めてでした。各々の

ホームステイ先から集まり、船で約 30

分ほどかけて植林場所へ。  船の中で

はかけ声をかけて気合いを入れます。

SAWAN の歌も歌い船酔いを吹き飛ば

せ！♪ 

到着後、植え方の説明を受け、いざ植

林スタート！村の方たちが掘ってくれ

た穴に、マングローブの苗をまっすぐ

になるように入れ、足で周りの土をか

ぶせるように踏み固めます。簡単なよ

うに思えますが、実際にやってみると、

泤の中なので足が思うように動かず、

苗をまっすぐ植えるのもなかなか難し

く、みな苦戦しながらの作業でした。

特製の長靴やシューズ？タビと軽やか

ではありませんがしっかりと足跡を残

してきました。 

友だち同士で協力し合い、中には「先生、50 本

植えたよ！」という子も。引き潮の間のわずか 1 時

間、しかも植林初日ということもあり、あっという

間に時間が過ぎ、みんな「もう終わりなの？」とい

う感じでした。 

２ヘクタールに２日間で３０００本の樹を植えまし

た。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２．学校訪問 

タイ環境省職員のカヤイさんが通う学校であり環境教育に力を入れています。 

私たちは植林をすることを中心としていますがその地域の水質やゴミの投棄

等の環境へ影響を及ぼすものについても勉強しています。 

 

 

 

 

 

 

エビの養殖をするためにマングローブ林を伐採して造った地域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．学校訪問 

交流伒の学校へと向かいました。1 日目は漁

村にあるマレーシア系の学校でしたが、今度は

街の中にあるサトリーラノーン学校です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

生徒さんや、ホームステイの受け入れ先の保護者の皆さんから厚い歓迎を

受けました。今回のホームステイに協力してくれる受け入れ先の家族に感謝

状の授不がなされ、学校紹介、生徒さんによるランの花をモチーフにしたと

いう踊りを観賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後はゲームをして仲良くなってい

きます。いすとりゲームと同じルールで、

ただここではいすではなく新聞を使用。

新聞をどんどん小さく折りたたんでいき、

いかに小さなスペースの中にチームのみ

んなが入っていられるかを競うゲームで

す。日本の子、タイの子が一緒になって

ゲームを楽しみながら、交流を深めまし

た。 

 

 



そして最後に、ホームステイ先の家族と対

面し、それぞれの家族と帰路につきました。

この学校の生徒さんは裕福な家の子が多く、

翌日感想を聞いてみると、「お城みたいなお

うちに泊まったんだよ」とか「車はベンツだ

った」という声も。また、「ホームステイ先

の子が来年日本に留学に行くから、日本語を

教えてあげた」という子もいました。ホーム

ステイ２日目ということで、みんな慣れたよ

うで、ホームステイ先の家族との生活を思う

存分楽しんだようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 月 8 日土曜日 

 

１．マングローブ植林活動 2 日目 

昨日に続いてマングローブの植林です。植林 2

日目はタイの子たちも参加しての植林です。日本

の子、タイの子がペアになり、助け合いながら植

えていきました。タイの子たちが手伝ってくれた

おかげで、皆 1 日目よりはたく 

さん植えていました。2 日間あわせて 3000 本

を植えました。植林作業が終了し、代表の子が次

のように述べました。 

「僕たちは樹を植えることしかできないけど、い

つかまたこの場所に来る時まで、僕たちの森を守

り続けていてください」植林は地元の方たちの助

けがあってこそできるのです。植林場所準備のた

めの下草刈り、苗木作りから、植えた後の、年 2

回の雑草刈り、流されてしまったり枯れてしまっ

た苗木の植えなおしなど。私たちが植えるのは 1

時間程度ですが、その何十倍もの時間と労力をか

けて、私たちが植えた苗木を守り、育ててくれる

のです。この植林活動を通して、子どもたちが木

を育てることの大変さがわかり、地元の方たちへ

の感謝の気持ちを持ってくれたのではないかと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．温泉で水遊び～バンコク到着まで 

 タイ国内でも有名な温泉地です。 

午後は温泉で水遊びを 2 時間ほど。源

泉からそのままの状態で川の水と混ざ

っての温泉です。国立公園内というこ

とで魚もいっぱい。(採ってはいけない

のです。) 疲れは吹っ飛び、子供達も

河の中にふっとんで行きました。 

 

思う存分楽しんだ後は、カヤイさんの

家で休憩しつつ、3 日間を振り返って

の恒例の感想文書き。植林を通して学

んだこと、考えたこと、またお世話に

なったホームステイ先への手紙を書き

ました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



感想文より 
＊ わたしはマングローブをうえたり勉強したりし

ました。最初にマングローブを植える時には７本

だけしか植えられなかったけれど、２回目は２０

本も植えることができました。わたしはなぜだろ

うと考えました。わたしはこう考えました。「さ

いしょ木をうえる時はあまりべんきょうをしてい

なかったからかずが少なかったのかな。」ラノー

ンにまたこれるとしたら木を今日よりいっぱいう

えたいです。あとわたしはたねのしゅるいがいっ

ぱいあることがわかりました。 

 

＊なぜマングローブを植えるのか、なぜラノーン

県まで行かなければならないのか、気になることは山ほどあったが、前回

のキャンプのように楽しいキャンプだと思いこのキャンプに参加したのが

本当の目的だった。毋が、「マングローブの根にごみがひっかかって水が

きれいになるんだよ。」と言っていたが、本当はラノーン県の水だけがき

れいになってもあまり意味がないのではないかと思った。多くのテレビ番

組では個人での努力が大切だと言われているがぼくは国家レベルでの対策

が必要だと考えている。たとえばゴミのポイ捨ての禁止やゴミの分別を強

制したほうがよいと思っている。しかしこのラノーン県の広大な大地やき

れいな空気とふれあうことで、いかに自然がすばらしいかがわかった。そ

してその尊い自然を破壊しようとしていることがいかにばかばかしいかが

よくわかった。そして、この大自然にもアメの袋やプラスチック製のおも

ちゃの破片が落ちていた。こんなにきれいだと思っていたラノーン県の大

地が完全な物ではなかったとわかり少しおどろいた。と同時に少し安心し

た。ここに木を植えること。。。。（泥；ここで終っているが、自分たち

が木を植えることで、破壊されつつあるものが少しでも修復されると実感

したようです。） 

 

 

 

 



 

 その後みんなで、夕食、最後の締

めとして子どもたちが述べた言葉で

す。 

「今度もまた自分の手で木を植えに

来たいです」 

「僕たちが３日間無事に活動できた

のは、地元の方たちの助けがあった

からです」 

 実質３日間の活動でしたが、今回

の活動を通して、子どもたちそれぞ

れ学び、考え、成長することができ

たのではないかと思います。 

    夕食後バスでバンコクへ、９日の

午前６時過ぎに到着しました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

保護者の声 
 「かわいい子には旅をさせろ」とい

いますが、子どもを取り巻く環境は近

年ますますそれを難しくしています。

バンコクに住む日本人の子どもにとっ

てはおけいこごとの入るビルのトイレ

にさえ一人では行かせてもらえません。 

本国では当たり前の、自宅マンション

前を自転車で走ることすら大冒険です。

そんな子どもたちが、今回は異国でど

ろんこになって植林をし、片言の言葉

しか通じないタイのご家庭にホームステイしました。小中学生対象には初め

ての開催であり、夏休みに入ってすぐの日程でもあったため、事前の勉強伒

はなし。今回、一時帰国で自分の子どもを参加させられない私は、「え？先

生、だーいじょうぶなんですか？？」と思っていましたが、案ずるより生む

が易しでした。 

 「とにかく行動し、体験してみる。」これが一番です。環境問題の本をど

れだけ沢山読んで知識を吸収しても、矛盾に気づいてしまったり個人ででき

ることの限界を感じて途方に暮れるだけかもしれません。英語やタイ語をい

くら勉強しても、交流する機伒がないまま年齢が上がっていけば間違えを恐

れて口を閉ざしてしまうようになります。それをドオーンと後ろから背中を

押してくれるようなこの活動は子どもにとって、自分の中心を揺さぶるよう

な大きな経験となったことでしょう。放課後に大勢集まって上も下もごちゃ

混ぜに遊ぶ時間のない子どもたちが、低学年から中学生まで一緒に過ごすと

いうだけでも、貴重な体験です。 

  正直に申し上げまして、私を含め多くのお母様がたは環境問題について１

００％真剣に取り組んでいる、というわけでもなく、大概は普通のお母さん

です。ただ縁あって、口コミで

キャンプの開催のことを聞き、

「なんだかおもしろそうよ、行

ってみたら？タイならでの経験

よ」と参加させるのがきっかけ

で、何度も参加することになり

ます。最初は「お任せ」気分だ

けで子どもを出していたとして

も、子どもが変わっていくのに

大人の自分が無関心でいるわけ

にはいられなくなります。少し

ずつ少しずつまわりを巻き込むエネルギーに、私たち親もはまりつつありま

す。 
  

 

 



活動を振り返って 
 皆が無事に活動を終えることができ

たのが何より一番よかったです。天候

にも恵まれ、最高のコンディションで

活動できました。今回は初めての子ど

もたちだけでの活動でしたが、高学年

の子たちがリーダーとなり、小さい子

たちの世話をしたり、先生のお手伝い

をしたりと、いろいろ率先して動いて

くれていました。小さい子たちもお兄

さん、お姉さんの言うことをきちんと

聞き、輪を乱す子もおらず、きちんと団体行動ができていたと思います。 

学校では・・家では・・・という子も自分のしていることに誇りと自信を持

っているのがわかります。 

 今回の植林活動を通して、子どもたちが地球温暖化を身近に起こっている

問題としてとらえ、温暖化ストップに向けて自分の身の回りのできることか

ら取り組んでいこうという意識を持ってくれたことでしょう。 

    最後に、今回の活動にご協力、ご後援を頂いた皆様方に心より感謝致しま

す。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


